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第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成す

るためとるべき措置 

 

１ 医療サービス 

（１）良質な医療の実践 

 福岡市立こども病院及び福岡市民病院が、それぞれに求められる役割を着

実に果たすため、次のとおり診療機能の強化・充実に取り組む。 

ア 福岡市立こども病院 

○ 「コロナ患者の入院受入れ実施医療機関」として、引き続き、福岡県におけ

る新型コロナウイルス感染症に係る小児救急医療の提供を行う。 

○ 福岡県の地域周産期母子医療センターとして、地域の分娩施設等からの母

体搬送・新生児搬送を受け入れ、高度な周産期医療を提供するとともに、「福

岡県母体搬送コーディネーター事業」の中核病院として、地域における周産

期救急搬送体制の一翼を継続的に担う。 

○ たけのこ外来（循環器科）において、患者の成長に合わせた移行期医療を適

切に提供する。 

○ 福岡県等が実施する「小児慢性特定疾病児童等レスパイト支援事業」に引

き続き参加し、地域の小児在宅医療の推進に努める。 

○ 患者及び家族が安心して入院生活を送れるよう、多職種協働による入退院

支援部門の更なる拡充を図る。 

○ フォーミュラリー※１の運用を実施するとともに、小児疾患に適応を有する

バイオシミラー医薬品※２を積極的に採用し、エビデンスと経済性等に基づく

質の高い小児薬物治療を推進する。 
※１各々の医療機関等において、医学・薬学的妥当性や経済性等を踏まえて作
成された医薬品の使用方針。 

※２既に新薬として承認された先行バイオ医薬品と同等／同質の品質、安全性
及び有効性を有する医薬品として、異なる製造販売業者により開発された
医薬品。 

○ 患者の包括的な成長・発達支援及び入院生活支援等を目的として、こども

支援室を設置する。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

１人１日当たり入院単価（円） 111,703 108,000 

１日当たり入院患者数（人） 
（病床利用率 ※（％）） 

200.7 
(84.0) 

205.5 
(86.0)  

新規入院患者数（人） 7,486 7,400 

手術件数（件） 2,599 2,600 

救急搬送件数（件） 1,923 1,400 

ＰＩＣＵ（小児集中治療室）利用率（％） 97.1 95.8 

ＮＩＣＵ（新生児集中治療室）利用率（％） 97.2 97.0 

※ 病床利用率については、総務省による公立病院決算の算出方法（年延入院患者数

÷年延病床数×100）に基づき算出している。 
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イ 福岡市民病院 

新型コロナウイルス感染症対応については、国や県及び福岡市における施

策の動向や感染状況を踏まえながら、引き続き福岡市における中核的役割を

担うとともに、公立病院に求められる高度専門医療・救急医療の安定的な提供

に取り組む。 

① 福岡県保健医療計画及び地域医療構想に基づき、がん、心疾患、脳卒中に係

る難易度の高い鏡視下手術やカテーテル治療等、高度専門医療の更なる充実

を図る。 

リウマチ・膠原病内科を設置し、難治性免疫疾患への対応を開始する。 

② 入院を必要とする重症度の高い救急患者の受入れを円滑に行うため、救急

受入れに係る体制や受入病床の運用を見直すなど、救急医療の更なる充実を

図る。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

１人１日当たり入院単価（円） 79,493 73,400 

１日当たり入院患者数（人） 
（病床利用率 ※（％）） 

144.8 
(71.0) 

174.0 
 (85.2) 

新規入院患者数（人） 4,044 4,770 

手術件数（件） 3,580 3,800 

救急搬送件数（件） 3,037 3,400 

救急搬送患者の入院率（％） 43.6 43.6 

※ 病床利用率については、総務省による公立病院決算の算出方法（年延入院患者数

÷年延病床数×100）に基づき算出している。 

 

（２）地域医療への貢献と医療連携の推進 

ア 福岡市立こども病院 

① 地域医療支援病院として、地域の医療機関との連携・協力体制の更なる充

実を図り、病病・病診連携を推進するとともに、「こども病院カンファレンス」

等のオープンカンファレンスを開催するなど、地域の医療従事者への教育研

修等を通じた地域医療への貢献に取り組む。 

② 福岡県小児等在宅医療推進事業の拠点病院として、地域におけるネット

ワーク構築や院内における退院支援、多職種を対象とした研修会等を行い、

地域の小児在宅医療の推進に努める。 

地域医療連携室ニュースレターを年４回発行し、病院の診療体制・診療内容

の紹介、地域医療連携に関する情報、カンファレンス・研修会の案内等、登録

医療機関への情報発信を継続的に行う。 
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【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

新規紹介患者数（人） 8,156 7,570 

紹介率（％） 93.4 90.0 

逆紹介率（％） 81.7 66.7 

オ ー プ ン カ ン
ファレンス 

回数（回） 38 30 

参加者数 ※１（人） 1,484 800 

登録医療機関数（施設） 289 285 

退院支援計画件数 ※２（件） 212 210 

※１ 院外参加者数のみ 

※２ 退院支援計画書作成件数 
 

イ 福岡市民病院 

① 地域医療支援病院として、地域の医療機関からの紹介患者及び救急患者の

円滑な受入れ、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した積極的な情報発信や、新

規開業を含めたクリニック等への定期的な訪問活動等、病病・病診連携を積

極的に推進する。 

また、地域の医療従事者への教育研修等を積極的に行い、地域医療への貢

献に取り組む。 

③ 地域包括ケアシステムにおいて中心的な役割を果たすため、回復期・慢性

期病院や地域の在宅医療・介護を担う医療機関・施設等との積極的な連携・

支援に取り組むとともに、緊急時の円滑な入院受入れを行う。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

新規紹介患者数（人） 4,530 5,000 

紹介率（％） 101.4 110.0 

逆紹介率（％） 208.2 180.0 

オ ー プ ン カ ン
ファレンス 

回数（回） 41 50 

参加者数 ※１（人） 390 400 

登録医療機関数（施設） 314 290 

退院調整件数 ※２（件） 1,192 1,350 

※１ 院外参加者数のみ 

※２ 入退院支援加算 1・介護支援連携指導料の合計件数 

 

（３）災害・感染症等への適切な対応 

○ 市立病院としての役割を果たすため、福岡市地域防災計画、各種感染症の

対策行動計画を始め、院内のＢＣＰ（事業継続計画）等に基づく適切な対応が

行えるよう体制を整えるとともに、院内防災マニュアルの周知や防災訓練の

実施等を通じ、職員の防災意識を高める。 

○ 防災マニュアルやＢＣＰ（事業継続計画）の定期的な見直しを行うととも

に、非常用発電設備及び備蓄物品等の点検を徹底して行い、災害発生時の万

全な対応に備える。 
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ア 福岡市立こども病院 

○ 「コロナ患者の入院受入れ実施医療機関」として、引き続き、福岡県におけ

る新型コロナウイルス感染症に係る小児救急医療の提供を行う。（再掲） 

○ 新興感染症等の感染拡大時における小児感染症医療の提供体制を確保する

ため、ＰＰＥ（個人用防護具）の備蓄及び保管体制の強化等、「平時」におけ

る有事に備えた取組を行う。 

○ 外部研修に職員を積極的に派遣するなど、災害時対応能力を持った職員の

育成と危機管理意識の醸成を図るとともに、病院機能を維持するため、施設・

設備の減災に係る取組を行う。 

また、他の自治体において大規模災害が発生した場合は、関係機関や被災し

た医療機関等との連携を図り、的確な医療救護活動の支援に努める。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

訓練開催数（回） ５ ５ 

災害時参集訓練参加率（％） 98.4 90.0 

 

イ 福岡市民病院 

○ 他の自治体において大規模災害が発生した場合は、関係機関や被災した医

療機関等との連携を図るなど、的確に医療救護活動の支援に努める。 

○ 福岡県感染症予防計画と福岡市感染症予防計画に基づき、新興感染症発生

早期から第二種感染症指定医療機関として福岡市における対策の先導的かつ

中核的な役割を果たす。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

訓練開催数（回） ５ ５ 

災害時参集訓練参加率（％） 98.3 90.0 

 

２ 患者サービス 

（１）患者サービスの向上 

ア 福岡市立こども病院 

① 退院時アンケート等やホームページによる患者・家族からの意見等を踏ま

え、ＩＣＴ（情報通信技術）を活用し、患者及び家族の利便性の向上を図る。 

感染症流行時等におけるボランティアの活動基準を確立し、積極的にボラ

ンティアとの連携を図るとともに、ＩＣＴを活用したイベント等を企画し、療

養中の患者及び患者家族の満足度の向上を図る。 

② 患者家族の医療等の相談について、相談支援窓口において適切に対応する。 

③ 院内の接遇・療養環境委員会を中心に、関係部署とも協議しながら、院内環

境を整備し、患者・家族の療養環境改善を図る。 

 



- 5 - 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

退院時アンケートの平均評価点数 
（100点満点） 

89.4 89.0 

※ 対象者・・・入院患者 

※ 評価項目・・接遇、療養環境、食事内容等 
 

イ 福岡市民病院 

① 職員の接遇及び療養環境等に関する患者満足度調査や外来待ち時間調査、

入院患者への食事アンケート等を引き続き実施し、患者のニーズを的確に把

握して改善を図る。 

② 患者・家族等からの医療・福祉に関する相談等について、患者サポート相

談窓口を中心に適切に対応する。 

③ 病院施設の老朽化が進んでいるため、病棟内の療養環境改善や保全に努め

る。病棟デイルームについては、感染対策やプライバシーに配慮した環境を

整える。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

患者満足度調査における平均評価点数 
（100点満点） 

90.5 90.0 

※ 対象者・・・入院患者 

※ 評価項目・・接遇、療養環境、食事内容、診療内容等 

 

（２）情報発信 

ア 福岡市立こども病院 

○ 診療内容、医療サービスや「病院指標（独自指標を含む）」に示される治療

実績等について、広報誌やホームページ、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーク

サービス）等を活用して分かりやすい情報発信に取り組み、患者が安心して

受診できるよう、市民に開かれた病院づくりに努める。 

○ 地域の子育て世代や、元気な高齢者を対象に、多世代の交流や医療を通じ

て子育て・孫育てを実現することを目的に、ＣＧＧ（Child Grandchild Good-

Care）プログラムを引き続き実施する。 

○ こどもアレルギーセンターにおいて、保護者や幼稚園・保育園・学校関係

者向けの講演会を開催し、小児アレルギー疾患に関する知識の向上を図る。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

病院ホームページのアクセス数（件） 425,524 320,000 

広報誌発行回数（回） ４ ４ 
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イ 福岡市民病院 

○ ホームページや広報誌、オンラインイベントシステム等を活用して、病院

の機能や役割を広く情報発信し、市民に開かれた病院づくりに努める。 

また、ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）を活用した情報発信にも

取り組む。 

○ 地域住民の健康意識の向上を図るため、地域のニーズをいち早く把握して、

出前講座による草の根活動に取り組む。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

病院ホームページのアクセス数（件） 128,814 130,000 

広報誌発行回数（回） ４ ４ 

 

３ 医療の質の向上 

（１）病院スタッフの計画的な確保と教育・研修 

ア 福岡市立こども病院 

① 適正な人員配置及び優れた知識と専門性を有する人材の計画的な確保に努

める。 

意欲ある研修医等の確保を目的として、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーク

サービス）等を活用し、カンファレンスや研修会、教育プログラム等の情報発

信に努める。 

看護師については、意欲ある人材を確保するため、病院説明会及び見学会を

開催するとともに、専従教育担当職員による看護職員等への研修を重点的に

実施するなど、職員の資質向上に努める。 

② 新規採用職員を対象とした情報セキュリティ・人権・接遇などの研修を行

うとともに、全職員を対象に医療の質向上研修を行うほか、多職種間で心理

的安全性の向上を図る集合研修を行うことで、医療の質の向上を図る。 

③ 看護師の専門性や能力の向上を図るため、認定看護師等資格取得支援制度

の活用を促し、有資格者の拡大に努めるとともに、看護師以外の専門職につ

いても、告示研修の受講支援等を行い、専門知識・技術の向上及びタスクシェ

アリングやタスクシフティングの更なる推進に努める。 

【目標値】  （単位：％） 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

医療の質向上研修受講率 95.3 90.0 

 

イ 福岡市民病院 

① 適正な人員配置及び優れた知識と専門性を有する人材の計画的な確保に努

める。 

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用等し業務の効率化、看護師を始めとした職員
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の臨床教育における効果・効率・魅力を高めるための取組を推進する。 

ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）を活用した看護部の教育体制や

取組に関する情報発信を行い、優れた人材の確保に努める。 

② 新規採用職員を対象とした情報セキュリティや人権、接遇研修のほか、全

職員を対象とした医療の質向上に資する研修等を実施するなど、院内研修の

充実を図るとともに、外部の専門研修等も活用しながら職員の資質向上を図

る。 

③ 看護部においては、認定看護師等資格取得支援制度を活用した積極的な資

格取得を奨励し、専門職としての知識・技術の向上を図る。看護師の特定行為

研修修了者の効果的な配置と活用による医師との協働を推進する。 

【目標値】  （単位：％） 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

医療の質向上研修受講率 100.0 90.0 

 

（２）信頼される医療の実践 

ア 福岡市立こども病院 

① 感染対策室、院内感染対策委員会、ＩＣＴ（感染制御チーム）及びＡＳＴ

（抗菌薬適正使用支援チーム）の連携により、院内感染防止対策を徹底する

とともに、医療安全管理者を中心とした TeamＳＴＥＰＰＳ®（Strategies and 

Tools to Enhance Performance and Patient Safety）の推進によるリスクマ

ネジメントや、医療安全レポート提出の推進、医療従事者への教育・研修を実

施するなど、医療安全対策の徹底を図る。 

② クリニカルパスの充実により、ケアの標準化、均質化を図り、医療の質の向

上に努めるとともに、その活用による治療内容の可視化や十分な説明に基づ

くインフォームド・コンセントやインフォームド・アセントの徹底を図り、患

者中心の医療を実践する。 

③ 令和３年５月に認定を受けた病院機能評価で明らかとなった課題に対する

業務改善に継続して取り組む。 

管理栄養士による栄養食事指導・相談を充実させるとともに、ＰＩＣＵ（小

児集中治療室）における早期栄養介入を積極的に実施する。 

また、薬剤師による集中治療系病棟における薬物療法への関与や全病棟に

おけるＴＰＮ（中心静脈栄養輸液）無菌調製に加え、集中治療系病棟以外の病

棟についても段階的に薬剤師を配置し、良質な薬物療法を実施する。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

医療安全等の研修開催数（回） 38 35 

薬剤管理指導件数（件） 4,342 6,500 

栄養食事指導・相談件数（件） 1,501 1,700 
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イ 福岡市民病院 

① 新型コロナウイルス感染症対策における経験を踏まえた院内感染防止対策

を徹底するとともに、感染対策部門及び「ＩＣＩＣ（感染対策情報発信セン

ター）」を中心とした研修会や訓練、地域の医療機関等との合同カンファレン

スの実施を通じて、地域における感染対策の質の向上に取り組む。また、医療

安全管理者を中心とした教育研修の実施や、他施設との医療安全相互チェッ

クを継続するなど、医療安全対策の徹底を図る。 

② 医療の質の向上を目的としたクリニカルパスを積極的に活用し、より分か

りやすいインフォームド・コンセントの徹底やホームページへの公開による

治療内容の可視化等、患者中心の医療を実践する。 

③ 公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する病院機能評価について、院

内にプロジェクト会議を設置し、令和７年度中の更新に向けた準備を進める。 

【目標値】 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

医療安全等の研修開催数（回） 26 25 

薬剤管理指導件数（件） 5,925 7,150 

栄養食事指導・相談件数（件） 1,001 900 

がん患者指導件数（件） 84 90 

 

第２ 業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するためとるべき措置 

 

１ 自律性・機動性の高い運営管理体制の充実 

① 理事会を中心に、適正かつ効率的な事業運営を図るため、外部理事等の助言に

基づく民間的経営手法も取り入れながら自律的な法人経営を行う。 

② 病院長のリーダーシップの下、医療情勢の変化や患者ニーズ等に迅速かつ的確

に対応できる機動性の高い病院経営を行うとともに、市立病院機構全体として、

長期的な視点を踏まえ、一体的な運営管理を行う。 

企画情報推進室を中心として、情報システムの管理やセキュリティの強化、Ｉ

Ｔ（情報技術）リテラシー向上のための教育、ＤＸ（Digital Transformation）

の推進等について、機構全体で一体的なマネジメントを行う。 

福岡市立こども病院においては、ＳａＴ（戦略的分析チーム）によるＤＸ

（Digital Transformation）に係る定期的なプレゼンテーションを通じて、ＩＣ

Ｔ（情報通信技術）の活用による業務効率化を推進する。 

 

２ 事務部門の機能強化 

① 市立病院の運営に必要なノウハウ等が蓄積・継続されるよう、事務のマニュア

ル化や業務の可視化等に努めるとともに、ＩＣＴ（情報通信技術）の更なる活用

を図り、情報共有や業務の効率化を推進する。 

② 事務部門に求められる専門性を更に高めていくため、研修の充実を図るととも

に、テーマごとの職場内研修等の実施により、効果的なＯＪＴ（On the Job 
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Training）に繋げる。また、職員一人ひとりのＩＴ（情報技術）リテラシーの向

上を図る。 

職員のキャリアプランを踏まえた適材適所の人事配置に努める。 

 

３ 働きがいのある職場環境づくり 

① 職員が安心して働き続けることができるよう、福利厚生の更なる充実に取り組

むとともに、育児・介護等の支援制度の周知徹底はもとより、研修や会議等を通

じて、所属長を始め職員の意識改革を図る。 

② 令和６年（2024年）４月に適用される「医師に対する時間外労働上限規制」を

踏まえ、医師を始めとする各職種のタスクシェアリング及びタスクシフティング

並びにＩＣＴ（情報通信技術）の活用による業務の効率化を推進し、職員の業務

負担の軽減に努めるとともに、時間外勤務の適正化や年次有給休暇が取得しやす

い職場環境を整備し、職員のウェルビーイング※の向上に取り組む。 
※身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念で、人々の満

足度や充実、幸せなどを表すもの 

「心の健康づくり計画」に基づき、メンタルヘルス対策に積極的に取り組み、

心身ともに健康で働きやすい環境づくりを推進し、職員のメンタルサポートに努

めるとともに、「心の健康づくり計画」の見直しを検討する。 

ハラスメント防止に向けた意識醸成を図るため、全職員を対象とした研修会を

開催するとともに、職員アンケートの実施や外部の専門家による相談窓口の周知

徹底を図り、引き続き職員が安心して相談できる環境づくりに取り組む。 

③ 職員のモチベーション向上を図る観点から、医師や管理職を対象とした人事評

価制度を引き続き実施するとともに、社会情勢の変化等を踏まえた人事・給与制

度の改善に取り組む。 

【目標値】  （単位：％） 

指標 
市立病院機構全体 

令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

新採・転入職員とのメンタルヘルス面談
実施率 

97.3 90.0 

 

４ 法令遵守と公平性・透明性の確保 

① 関係法令や内部規定の遵守等コンプライアンスを徹底するため、管理監督者を

対象としたコンプライアンス研修を実施することにより、チェック機能を強化し、

不適切な事務処理や不祥事を未然に防止する。 

監事（弁護士、公認会計士）及び会計監査人による監査等の実施により、内部

統制を適正に維持し、市立病院として適正な病院運営を行う。 

② 個人情報の保護及び情報公開に関しては、個人情報保護法を始め、福岡市の関

係条例及び当法人の情報セキュリティポリシー等に基づき、適切に対応するとと

もに、研修等を通じて職員の教育を徹底するほか、カルテ等の診療情報に関して

は、診療録開示委員会を開催して開示の可否を決定する。 
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【目標値】 （単位：％） 

指標 
市立病院機構全体 

令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

コンプライアンス研修受講率 100.0 100.0 

情報セキュリティ研修受講率 99.9 100.0 

 

第３ 財務内容の改善に関する目標を達成するためとるべき措置 

 

１ 持続可能な経営基盤の確立 

（１）経営基盤の安定化と運営費負担金の適正化 

ア 福岡市立こども病院 

  毎週開催の執行部会議、毎月開催の運営会議において、医療環境の変化や

病院の経営状況を踏まえ、取り組むべき課題を明確にした上で、収益の確保

及び費用削減に取り組むとともに、月次決算の実施等経営に関する情報を迅

速に把握し、経営分析や他病院との比較・分析を行うなど、効率的な病院経営

を行う。 

【目標値】                             （単位：％） 

指標 

 

令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

経常収支比率 106.8 94.8 

医業収支比率 88.6 80.2 

 

イ 福岡市民病院 

市立病院として求められる高度専門、救急医療を提供し、令和６年度診療報

酬改定後も重症度、医療・看護必要度を維持しながら、ポストコロナにおける

経営基盤の安定化に向けて、紹介及び救急患者受入れによる新入院患者数の

確保や、収益改善に努める。 

【目標値】                          （単位：％） 

指標 

 

令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

経常収支比率 114.7 89.3 

医業収支比率 77.6 80.3 

 

（２）投資財源の確保 

独立採算制を前提とした公営企業型地方独立行政法人の会計制度の趣旨に

鑑み、今後の投資計画を踏まえた自己財源の確保に努める。 
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２ 収支改善 

（１）収益確保 

ア 福岡市立こども病院 

① 循環器、周産期及び手術・集中治療センターを中心に、関連科との連携を密

にし、高度専門医療、小児救急医療及び周産期医療の充実並びに病院設備の

効率的な稼働を図る。 

各種補助金を的確に活用することにより、収入の確保を図る。 

② 診療報酬改定に関する的確な情報収集に取り組むとともに、施設基準管理

システム等を活用し、適切な施設基準の取得及び維持管理に努める。 

保険診療検討ワーキングチームを中心に、査定内容の分析・対策立案等を行

い、診療報酬請求業務の更なる精度向上に努める。 

医事課職員やＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）による患者相談の充実等に

より、医療費の未収金発生防止に努めるとともに、回収困難事案については、

法律事務所への業務委託によって確実な回収を継続して行う。 

【目標値】＊再掲 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

１人１日当たり入院単価（円）＊ 111,703 108,000 

１人１日当たり外来単価（円） 11,500 12,200 

１日当たり入院患者数（人）＊ 
（病床利用率 ※（％））＊ 

200.7 
(84.0) 

205.5 
 (86.0) 

新規入院患者数（人）＊ 7,486 7,400 

平均在院日数（日） 8.8 9.9 

１日当たり外来患者数（人） 397.0 383.0 

手術件数（件）＊ 2,599 2,600 

救急搬送件数（件）＊ 1,923 1,400 

※ 病床利用率については、総務省による公立病院決算の算出方法（年延入院患者数

÷年延病床数×100）に基づき算出している。 

 

イ 福岡市民病院 

① 引き続き「病床管理プロジェクト会議」を毎朝開催し、重症度、医療・看護

必要度を維持しつつ効率的なベッドコントロールを行い、入院治療が必要な

新入院数の確保に積極的に取り組む。 

② 診療報酬改定に適切に対応するにあたり、令和５年度に導入した施設基準

管理ソフトを活用し、増収につながるような適切な施設基準の取得及びその

維持管理に努める。 

また、診療報酬請求に係る精度を高めるため、レセプトチェックシステムの

カスタマイズを随時行い、正確なレセプト請求を行うよう努めるとともに、各

診療科とのカンファレンスを通じて、査定率の減少に取り組む。 

医療費の未収金については、発生防止や確実な回収に努める。 
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【目標値】＊再掲 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

１人１日当たり入院単価（円）＊ 79,493 73,400 

１人１日当たり外来単価（円） 24,871 27,900 

１日当たり入院患者数（人）＊ 
（病床利用率 ※（％））＊ 

144.8 
(71.0) 

174.0 
 (85.2) 

新規入院患者数（人）＊ 4,044 4,770 

平均在院日数（日） 12.0 11.5 

１日当たり外来患者数（人） 212.0 211.0 

手術件数（件）＊ 3,580 3,800 

救急搬送件数（件）＊ 3,037 3,400 

※ 病床利用率については、総務省による公立病院決算の算出方法（年延入院患者数

÷年延病床数×100）に基づき算出している。 

 

（２）費用削減 

ア 福岡市立こども病院 

① ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による業務の効率化を推進し、人員配置及び

給与比率の適正化に努める。 

② ＳＰＤ（医療材料物流管理）事業者やコンサルタントと共同して、他の医療

機関とのベンチマーク分析を行い、その結果に基づく価格交渉を徹底すると

ともに、同種同効品への切替え等を行い、材料費の更なる削減を図る。 

また、職員のコスト意識向上を図るために、各種データ（材料費、光熱費等）

を活用し、病院全体で費用削減に取り組む。 

③ ＰＦＩ（Private Finance Initiative）事業者から予防保全を前提に提案・

策定された 15 年間（平成 26 年度から令和 11 年度）の修繕更新計画に基づ

き、適切に管理を行い、建物・設備の長寿命化及び維持・修繕費用の適正化を

図るとともに、ＰＦＩ事業期間終了以降の病院施設・設備管理手法に係る検

討に着手する。 

【目標値】                                  （単位：％） 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

給与費対医業収益比率 60.3 64.4 

材料費対医業収益比率 19.7 19.6 

 
うち薬品費対医業収益比率 6.4 6.7 

うち診療材料費対医業収益比率 13.0 12.6 

委託費対医業収益比率 10.3 12.1 

ジェネリック医薬品導入率 ※ 87.3 85.0 

※ ジェネリック医薬品導入率については、数量の割合で算出している。 
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イ 福岡市民病院 

① ＩＣＴ（情報通信技術）の活用等による業務の効率化を図るとともに、職員

の適正配置を行い給与比率の適正化に努める。 

② 診療材料や医薬品等の調達に関し、ＳＰＤ（医療材料物流管理）事業者やコ

ンサルタントと共同して分析を行い、それに基づく価格交渉の徹底及びジェ

ネリック医薬品の使用拡大に努める。また、高額な医療機器の保守に関して

状況に応じて契約手法の見直し等を行い、費用の削減を図る。 

医療機器等の購入に関し、診療状況を鑑みて必要度を見極めながら検討す

る。 

③ 中長期修繕計画に基づき、維持・修繕費用の削減を図る。 

【目標値】                                  （単位：％） 

指標 
令和４年度 
実績値 

令和６年度 
目標値 

給与費対医業収益比率 66.7 61.9 

材料費対医業収益比率 31.0 31.7 

 
うち薬品費対医業収益比率 9.9 10.8 

うち診療材料費対医業収益比率 20.9 20.6 

委託費対医業収益比率 8.6 8.7 

ジェネリック医薬品導入率 ※ 86.7 88.0 

※ ジェネリック医薬品導入率については、数量の割合で算出している。 

 

第４ その他業務運営に関する重要事項を達成するためとるべき措置 

 

１ 福岡市立こども病院における医療機能の充実 

○ 患者の包括的な成長・発達支援及び入院生活支援等を目的として、こども支援

室を設置する。（再掲） 

○ 臨床研究や治験（検証的臨床試験）に積極的に取り組み、小児・周産期医療の

発展や新薬の開発に貢献する。 

○ 国際医療支援センターを中心に、職員の外国語能力・コミュニケーション能力

の向上を目指して、研修活動等を行う。 

○ 高度医療を行う小児総合医療施設として患者の治療・救命に全力を尽くすとと

もに、患者・家族の選択肢の一つとして、臓器提供の申出がなされた際は円滑に

対応できるよう、必要となる院内体制の維持に努める。 

○ 新病院基本構想で示された医療機能の基本的な考え方を踏まえ、引き続き病床

の適切な運用等に係る取組を進める。 

○ 個人や企業からの支援確保に向け積極的な情報発信や働きかけを行い、研究基

金・療養環境整備基金・患児家族滞在施設整備基金の充実を図るとともに、当該

基金の有効活用を図る。 
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２ 福岡市民病院における経営改善の推進 

① 新型コロナウイルス感染症対策を始めとする新興感染症への備えを強化する

とともに、公立病院に求められる高度専門医療、救急医療の充実に取り組む。 

また、将来的な福岡市民病院のあり方に関する検討状況を踏まえながら、現在

の医療資源を最大限有効活用して経営の効率化に積極的に取り組む。 

② 中長期修繕計画に基づき、施設・設備の長寿命化や投資の平準化を図るととも

に、将来的な福岡市民病院のあり方に関する検討状況を踏まえ、当該計画を適宜

見直し、施設・設備の適切な維持管理に取り組む。 
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第５ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

１ 予算（令和６年度） 

（単位：百万円） 

区     分 金   額 

収入      

  営業収益   17,661 

    医業収益 15,513 

    運営費負担金収益 1,944 

  

  

補助金等収益 110 

 寄附金収益 12 

 受託収入 82 

  営業外収益   109 

    運営費負担金収益 4 

    補助金等収益 1 

    その他営業外収益 104 

  資本収入   74 

    長期借入金 - 

  運営費負担金 52 

  
寄附金 - 

補助金等 22 

  その他の収入   - 

  計 17,844 

支出      

  営業費用  17,632 

    医業費用  17,409 

      給与費 9,686 

      材料費 4,157 

      経費 3,439 

      研究研修費 127 

    一般管理費  223 

      給与費 143 

      経費 81 

  営業外費用   9 

  資本支出   1,149 

    建設改良費 1,090 

    償還金  60 

  その他の支出   4 

  計 18,793 

（注１）計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは
一致しないものがある。 

（注２）期間中の診療報酬の改定及び物価の変動は考慮していない。 
 
［人件費の見積り］ 

期間中総額 9,829百万円を支出する。なお、当該金額は、法人の役職員に係る報酬、
基本給、手当、法定福利費及び退職手当の額に相当するものである。 
 

［運営費負担金の繰出基準等］ 
高度・小児医療等の不採算経費及び救急医療の確保に要する経費等については、毎

年度総務省が発出する「地方公営企業繰出金について」に準じた考え方により算出す
る。建設改良費及び長期借入金等元利償還金に充当される運営費負担金等については、
経常費助成のための運営費負担金とする。 
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２ 収支計画（令和６年度） 

（単位：百万円） 

区     分 金     額 

収益の部 17,897 

 営業収益 17,788 

  医業収益 15,513 

  運営費負担金収益 1,944 

  補助金等収益 110 

  寄附金収益 12 

  資産見返負債戻入 128 

  受託収入 82 

 営業外収益 109 

  運営費負担金収益 4 

  その他営業外収益 104 

 臨時利益 - 

費用の部 19,322 

 営業費用 19,310 

  医業費用  18,994 

   給与費 9,829 

   材料費 4,157 

   経費 3,445 

   減価償却費 1,434 

   資産減耗費 2 

   研究研修費 127 

 
 

一般管理費  229 

 その他営業費用  87 

 営業外費用  9 

 臨時損失  4 

純利益 ▲1,425 

目的積立金取崩額 - 

総利益 ▲1,425 
（注）計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致

しないものがある。 
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３ 資金計画（令和６年度）                    

（単位：百万円） 

区     分 金    額 

資金収入 25,185 

  業務活動による収入 17,769 

    診療業務による収入 15,513 

    運営費負担金による収入 1,948 

    その他の業務活動による収入 309 

  投資活動による収入 74 

    運営費負担金による収入 52 

  有形固定資産の売却による収入 - 

    その他の投資活動による収入 22 

  財務活動による収入 - 

    長期借入れによる収入 - 

    その他の財務活動による収入 - 

  前事業年度からの繰越金 7,342 

資金支出 25,185 

  業務活動による支出 17,644 

    給与費支出 9,829 

    材料費支出 4,157 

    その他の業務活動による支出 3,659 

  投資活動による支出 978 

    有形固定資産の取得による支出 978 

  無形固定資産の取得による支出 - 

    その他の投資活動による支出 - 

  財務活動による支出 171 

    長期借入金の返済による支出 60 

    移行前地方債償還債務の償還による支出 - 

    その他の財務活動による支出 111 

  翌事業年度への繰越金 6,392 
（注）計数は原則としてそれぞれ四捨五入によっているので、端数において合計とは一致

しないものがある。 
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第６ 短期借入金の限度額 
 

１ 限度額 

2,000百万円 
 

２ 想定される短期借入金の発生事由 

ア 業績手当（賞与）の支給等による一時的な資金不足への対応 

イ 予定外の退職者の発生に伴う退職手当の支給等、偶発的な出費への対応 

 

第７ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

なし 

 

第８ 剰余金の使途 

決算において剰余金が生じた場合は、病院施設の整備、医療機器の購入、教

育・研修体制の充実等に充てる。 

 

第９ 地方独立行政法人福岡市立病院機構の業務運営等に関する規則で定める業務運

営に関する事項 

１ 施設及び設備に関する計画（令和６年度） 

（単位：百万円） 

施設及び設備の内容 予定額 財源 

病院施設、医療機器等整備 978 
前中期目標期間繰越

積立金等 

 

２ 人事に関する計画 

人事評価制度の改善に引き続き取り組むとともに、教育・研修体制の充実等に

より、職員のモチベーションの維持・向上を図る。 

また、適材適所を基本とした柔軟な人事配置を行うとともに、有期職員の活用

やアウトソーシングの検討を積極的に行い、効果的・効率的な組織運営体制の構

築を図る。 


